
〇国の方針に基づく部活動の地域展開が進む中、教職員
の負担軽減と持続可能な体制について、以下を問う。
本市の部活動地域展開の姿は。
教育部長 地域展開し、多様な活動を確保する。
進捗状況は。
団体と調整している。
運営体制の構築方針は。
団体委託で体制構築する。
専門組織の設置と方向性は。
居場所づくり事業で対応し、地域主体で継続運営。
所管部署は。 
生涯学習課を中心に推進する。

指導者確保の進め方は。
団体推薦と公募で確保する。
「二十歳のつどい」での指導者募集の反応は。
教育長 4人の登録があった。
人材確保の具体策は。
教育部長 人材バンクで広域確保に期待。
指導の質と研修体制は。
研修強化で質を確保。
初期費用と運営費は。
会費と委託費で運営。
市長の考えは。
市長 地域連携で持続可能な体制を構築する。

〇財政基盤強化と雇用創出に向け、立地優位性と課題を
踏まえた企業誘致の推進について、以下を問う。
企業立地件数と誘致実績は。
産業振興課長 実績はない。
税収効果の分析は。
総務部長 増収傾向にある。
本市の強みと弱みは。
産業振興課長 立地優位だが交通面が課題。
物流、製造業の誘致戦略は。
調査踏まえ戦略を検討。
今後の造成計画は。
南部地域で用地開発を推進。
立地ニーズと課題は。
利便性は高いが、用地確保が課題。
補助金制度や税制優遇は。

企業に寄り添った施策を検討。
市長の企業訪問実績は。
市長 訪問している。
今後 5年の誘致目標は。
産業振興課長 未設定。
重点産業分野は何か。
成長分野を選定し推進する。
専門部署設置の考えは。
総務部長 必要に応じ体制を見直す。
市長の取組と方針は。
市長 用地確保に努め、ビジネスメリットを発信し
ていく。

本市の部活動地域展開の対応は　　　　　　　　　
地域連携で持続体制を構築

企業誘致の現状と対応は
用地確保に努め誘致を推進
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